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（
団
体
）
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珂
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町
立
馬
頭
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学
校
Ｐ
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（
個
人
）
滝
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貴
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氏
（
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須
烏
山
市
） 

（
特
別
）
佐
藤 

晴
彦 

氏
（
高
根
沢
町
） 

 
 

 
 

篠
江 

秀
典 

氏
（
高
根
沢
町
） 

さくら市立喜連川中学校 

石田忠隆さん（声楽家） 

「わたしたちの心身と音楽」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

    

 

 

 

塩谷南那須 

教育事務所 

ふれあい学習課 

令和６年３月 21日 

早春号 

一
月
三
十
日
（
火
）、
高
根
沢
町
町

民
ホ
ー
ル
で
「
塩
谷
南
那
須
地
区
ふ

れ
あ
い
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
開

催
し
ま
し
た
。 

前
半
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ

い
未
来
の
た
め
に
つ
な
が
り
合
お
う

～
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働

を
と
お
し
て
～
」
の
演
題
で
、
御
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

な
ぜ
、
今
、「
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
・
協
働
が
必
要
な
の
か
」
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
社
会
状
況
や
、
こ
れ
ま
で

の
歴
史
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
講
演
の
中
で
は
、
講
師
の

電
子
ア
ン
ケ
ー
ト
に
参
加
者
の
携
帯

電
話
か
ら
回
答
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
回

答
を
皆
で
共
有
し
、
感
動
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。 

 
令和５年度塩谷南那須地区ふれあい学習ネットワーク兼 

「地域コーディネーター養成事業」地域実践交流会を開催！ 

テーマ：「地域とともにある学校づくりを目指して」 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
み
ん
な
の
コ
ー
ド
」

未
来
の
学
び
探
究
部
主
任
講
師 

福
田
晴
一
先
生
に
よ
る
基
調
講
演 

《
参
加
者
か
ら
の
感
想
》 

☘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
意
義

が
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
「
学
校
支

援→

連
携→

協
働
」
の
考
え
方
が
腑

に
落
ち
た
。 

☘
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
た
。 

☘
教
員
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
大
人
が

教
育
に
関
わ
っ
て
い
く
斜
め
の
関

係
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。 

☘
意
見
を
ス
マ
ホ
で
入
れ
て
、
そ
の
意

見
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
一
気
に
出
て

き
た
の
が
と
て
も
便
利
だ
と
思
っ

た
。 

 

 

 

後
半
は
、
「
み
ん
な
で
つ
な
が
ろ

う
！
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
～
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
を
と

お
し
て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話

の
感
想
を
交
流
し
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
・
協
働
に
向
け
て
、
私
た
ち

大
人
に
で
き
る
こ
と
を
話
合
い
ま
し

た
。 

 

と
ち
ぎ
未
来
大
使
「
夢
」
講
座 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
に
関
す
る 

表
彰
者
紹
介 

那珂川町立小川中学校 

菊池元男さん（ラジオパーソナリティ） 

「夢を叶える魔法の言葉」 

県
内
外
で
広
く
活
躍
す
る
と
ち
ぎ

未
来
大
使
が
、
中
学
生
に
夢
を
も
つ

大
切
さ
や
将
来
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。「
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
」「
や
れ
ば
で
き
る
」
な
ど
、

将
来
を
前
向
き
に
捉
え
る
感
想
が
多

く
得
ら
れ
ま
し
た
。 


